


































「第 3 次基本計画」は、男女共同参画基本法施行後 10 年間で、男女共同参
画が十分に進まなかったという反省を踏まえて策定された（男女共同参画会
議基本問題・計画専門調査会「第 3 次男女共同参画基本計画策定に当たっての基
































































































2012 年 1 月）。「第 3 次基本計画」では、「自治会長に占める女性の割合」に
ついて、2015 年までの成果目標を 10％と定めている。その他、PTA 会長（小
第 9 章　「男性の地域への参画の促進」の問題点と今後の課題
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都市 28.2％、中都市 34.1％、小都市 39.2％、町村 41.4％となっている。
4）国立女性教育会館が平成 23年度に実施した調査では、回答した男女共同参画
関連施設 253 施設のうち、67.2％ (170 施設 )の施設が男性を主な対象とした講
座を実施している。この調査は、国立女性教育会館が把握する全国の公設公営・
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 147
公設民営の男女共同参画関連施設 357 施設を対象に、国立女性教育会館情報課
が実施する女性関連施設データベース調査に同封して実施した。
5）女性の社会参画活動の整理については、国立女性教育会館編（2010:22）参照。
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